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平
成
年
間
に
優
れ
た
作
品
を
製
作

し
、
刀
剣
界
に
大
き
な
貢
献
を
残
し

た
刀
匠
た
ち
を
顕
彰
す
る
公
益
財
団

法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
・
公

益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協

会
・
全
日
本
刀
匠
会
主
催
の
「
平
成

の
名
刀
・
名
工
展
」
が
五
月
十
八

日
、
岡
山
県
の
林
原
美
術
館
を
皮
切

り
に
開
幕
し
た
。

　

こ
れ
に
先
立
っ
て
五
月
十
七
日
、

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
を
会
場

に
授
賞
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

　

会
場
に
は
受
賞
者
の
ほ
か
、
主

催
・
共
催
・
審
査
な
ど
の
関
係
者
が

｢

平
成
の
名
刀･
名
工
展｣

が
開
幕

32
名
が
受
賞
、
新
時
代
で
の
活
躍
を
誓
う

渡邉運営委員長から賞状・賞杯を贈呈される４人の大賞受賞者

開式を告げる酒井日刀保会長

受賞者・関係者が一堂に会して

↓
次
ペ
ー
ジ
に
続
く

員
連
盟
」
と
文
化
庁
の
強
い
後
押
し

が
あ
っ
た
が
、同
連
盟
事
務
局
長
・
山

田
宏
参
議
院
議
員
と
文
化
庁
・
宮
田

亮
平
長
官
（
文
化
財
第
一
課
長
・
平

山
直
子
氏
代
読
）
か
ら
祝
辞
が
寄
せ

ら
れ
、
平
成
に
引
き
続
き
令
和
の
新

し
い
時
代
に
お
い
て
も
作
刀
界
の
発

展
を
期
待
す
る
旨
が
伝
え
ら
れ
た
。

　

受
賞
者
（
別
掲
）
は
一
人
ず
つ
壇

上
に
立
っ
て
運
営
委
員
長
か
ら
栄
誉

の
賞
状
・
賞
杯
を
授
与
さ
れ
た
後
、

祝
賀
会
に
参
加
し
た
。

　

な
お
、
本
展
は
今
回
限
り
の
顕
彰

展
で
あ
る
が
、
今
後
は
新
た
な
基
準

に
基
づ
き
、
三
団
体
が
共
催
す
る
コ

ン
ク
ー
ル
と
し
て
発
展
さ
せ
、
継
続

開
催
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。�

（
撮
影
／
ト
ム
岸
田
）

員
長
の
渡
邉
妙
子
氏
（
佐
野
美
術
館

館
長
）
が
述
べ
た
（
別
掲
）。
次
い

で
、
審
査
委
員
長
の
稲
田
和
彦
氏

（
京
都
国
立
博
物
館
名
誉
館
員
）
か

ら
は
、｢

他
の
工
芸
に
比
べ
て
重
要

無
形
文
化
財
保
持
者
（
人
間
国
宝
）

の
認
定
が
斯
界
に
久
し
く
な
い
こ
と

は
、
関
係
者
の
一
人
と
し
て
誠
に
寂

し
い
。
ぜ
ひ
近
々
の
認
定
を
」
と
、

刀
剣
関
係
者
の
意
思
を
代
弁
し
て
強

い
ア
ピ
ー
ル
が
あ
っ
た
。

　

本
展
の
実
現
に
向
け
て
は
「
刀

剣
・
和
鉄
文
化
を
保
存
振
興
す
る
議

全
国
か
ら
参
集
、
晴
れ
が
ま
し

い
雰
囲
気
の
中
、
公
益
財
団
法

人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
・

酒
井
忠
久
会
長
の
開
式
の
辞
で

開
始
と
な
っ
た
。

　

冒
頭
の
式
辞
は
同
展
運
営
委

最初の展示会場となった林原美術館

林原美術館の展示風景

ご　挨　拶
「平成の名刀・名工展」運営委員長　渡 邉 妙 子

　令和元年５月の良き日に、「平成の名刀・名工展」開会式が、国会議員、文化庁な
ど多くの方々にご参集いただき、盛大に開催されますこと、有難く、厚く御礼を申し
上げます。
　三十余年に及ぶ平成の時代は、昭和の名工たちの後を受けて、刀工たちの努力が実
り、安定して、バランスの取れた名刀が多く作られた時代でした。まず地鉄の供給に
は、日刀保たたらが日立金属株式会社のお力添えを得て供給され、また、自家製鋼に
ついては各々の努力によって特色ある地鉄の作品が生まれました。作風も備前伝が展
覧会会場を華やかに彩り、一方、相州伝の力強い沸出来も作られ、これらの作品は
人々の感動を呼びました。
　さらに振り返れば、昭和の時代は敗戦により、日本刀鍛造が禁止されるという日本
刀史上初めて体験する苦境に遭遇したわけですが、わが民族の忍耐強さと、伝統を守
ろうとする努力を惜しまぬ姿勢によって、高橋貞次（昭和30年）・宮入行平（昭和38
年）・月山貞一（昭和46年）・隅谷正峯（昭和56年）四氏の重要無形文化財保持者が生
まれました。次いで平成に入り、天田昭次・大隅俊平（平成９年）が認定されました。
　わが国の伝統工芸の中で、日本刀はその品格の高さにおいて、世界の人々が認める
優れた芸術であります。
　現在、日本刀を製作する刀工たちが競う展覧会は三つあり、公益財団法人日本美術
刀剣保存協会、公益財団法人日本刀文化振興協会、全日本刀匠会がそれぞれ主催して
おります。各展とも独自の特色を持つ展覧会であります。
　今回の展覧会は平成年間の新作刀剣の世界を振り返り顕彰するため、各会が英知を
絞り、「刀剣・和鉄文化を保存振興する議員連盟」事務局長・参議院議員山田宏先生
より調整ならびに文化庁の協力をいただき、今日を迎えることができました。
　次は、来年度以降この３団体協議の下、刀工たちが製作した刀剣で競う合同展覧会
開催に向け、意欲的に取り組む方針であります。
　「平成の名刀・名工展」は、明日より日本刀のメッカとも言うべき岡山県の林原美
術館を皮切りに、東京の刀剣博物館、長野県の坂城町鉄の展示館で開催されます。平
成の名工たちが全身全霊を込めた名刀が展示されております。
　本日の受賞者は、平成の御代に各会の受賞歴から選定された名工たちであります。
受賞者たちの栄誉に万雷の拍手でお祝いしたいと思います。
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第
32
回
通
常
総
会･

臨
時
総
会
を
開
催

役
員
定
年
制
を
廃
止
し
、
新
役
員
を
選
出

　

全
国
刀
剣
商
業
協
同
組
合
の
第
三
十

二
回
通
常
総
会
は
去
る
五
月
十
七
日
、

東
京
美
術
倶
楽
部
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

午
前
十
時
、
司
会
者
の
松
本
義
行
理

事
よ
り
出
席
状
況
の
報
告
が
あ
り
、
組

合
員
総
数
百
六
十
九
名
中
、
出
席
者
七

十
名
、
委
任
状
提
出
者
八
十
二
名
、
合

計
百
五
十
二
名
と
過
半
数
に
達
し
た
た

め
、
総
会
は
成
立
す
る
こ
と
が
告
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

服
部
暁
治
副
理
事
長
の
開
会
の
辞
に

続
い
て
清
水
儀
孝
理
事
長
よ
り
挨
拶
が

あ
り
、
そ
の
後
、
議
長
に
選
任
さ
れ
た

清
水
理
事
長
の
進
行
で
直
ち
に
各
議
案

の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

〈
第
一
号
議
案
〉
平
成
三
十
年
度
事
業

報
告
承
認
、
な
ら
び
に
平
成
三
十
年

度
会
計
報
告
承
認
、
同
監
査
報
告

〈
第
二
号
議
案
〉
令
和
元
年
度
事
業
計

画
案

〈
第
三
号
議
案
〉
令
和
元
年
度
収
支
予

算
案

〈
第
四
号
議
案
〉
役
員
報
酬
の
件

〈
第
五
号
議
案
〉
経
費
の
賦
課
お
よ
び

徴
収
に
関
す
る
件

〈
第
六
号
議
案
〉
令
和
元
年
度
借
入
金

残
高
の
最
高
限
度
に
関
す
る
件

〈
第
七
号
議
案
〉
一
組
合
員
に
対
す
る

貸
付
け
、
ま
た
は
一
組
合
員
の
為
に

す
る
債
務
保
証
の
最
高
限
度
に
関
す

る
件

　

以
上
に
つ
い
て
は
、
承
認
を
経
て
滞

り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。
次
に
、
第
八

号
議
案
「
役
員
の
改
選
」
は
、
選
挙
に

要
す
る
時
間
の
関
係
上
、
こ
れ
に
先
立

っ
て
第
九
号
議
案
「
そ
の
他
」
の
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
議
場
の
役
員
と
組
合
員

か
ら
役
員
の
定
年
と
役
員
定
数
に
関
す

る
緊
急
動
議
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
現
在
の
満
七
十
歳
定

年
を
二
年
引
き
延
ば
し
、
満
七
十
二
歳

定
年
に
改
定
し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の

で
し
た
。
役
員
の
定
年
制
は
規
約
に
基

づ
く
も
の
で
、
そ
の
改
定
に
は
全
組
合

員
に
賛
否
を
問
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
議
長
は
後
日
、
定
年
年
齢
に
つ
い

て
書
面
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
通
告

し
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
定
数
に
つ
い

て
は
、
継
続
審
議
と
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

本
件
は
第
八
号
議
案
の
役
員
の
被
選

出
資
格
に
直
接
関
係
す
る
た
め
、
改
選

に
伴
う
選
挙
は
後
日
あ
ら
た
め
て
実
施

す
る
こ
と
と
な
り
、
以
上
を
も
っ
て
当

日
の
議
事
は
終
了
し
、
土
肥
豊
久
副
理

事
長
よ
り
閉
会
が
宣
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
理
事
お
よ
び
監
事
の
任
期
は

本
来
、
今
回
の
通
常
総
会
終
了
時
ま
で

で
あ
り
、
ま
た
組
合
事
業
の
柱
で
あ
る

｢

大
刀
剣
市
」
の
開
催
に
向
け
て
実
行

委
員
会
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
書
面
総
会
の
開
催
に

先
立
ち
、
五
月
二
十
七
日
に
臨
時
理
事

会
を
開
催
、
役
員
の
定
年
年
齢
と
役
員

定
数
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
書
面
総
会
に
お
い
て
問

う
べ
き
は
、
定
年
の
年
齢
が
七
十
歳
か

七
十
二
歳
か
で
は
な
く
、
現
在
の
定
年

制
維
持
か
定
年
制
撤
廃
か
で
あ
る
こ
と

が
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
役
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
現
状

の
十
七
名
を
維
持
す
る
こ
と
が
全
員
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
定
年
制
の
可
否
に
つ
い
て
、
直

ち
に
組
合
員
の
総
意
を
確
認
す
る
書
面

総
会
を
実
施
し
た
結
果
、
定
年
制
の
撤

廃
案
へ
の
賛
成
が
過
半
数
を
占
め
、
定

年
制
の
廃
止
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
第
八
号
議
案
「
役
員
の

改
選
」
に
お
い
て
は
、
組
合
員
全
員
が

被
選
挙
人
に
な
る
こ
と
が
決
定
し
た
た

め
、
本
件
に
か
か
る
臨
時
総
会
が
六
月

十
日
午
後
一
時
よ
り
東
京
美
術
倶
楽
部

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
員
総
数
百
六
十
九
名
中
、
出
席

者
三
十
二
名
、
委
任
状
提
出
者
六
十
二

名
、
合
計
九
十
二
名
と
過
半
数
に
達
し

た
た
め
総
会
が
成
立
す
る
こ
と
が
議
場

に
告
げ
ら
れ
た
後
、
選
挙
管
理
委
員
に

よ
っ
て
、
委
任
状
と
不
在
者
投
票
が
開

封
さ
れ
ま
し
た
。
次
い
で
出
席
し
た
組

合
員
に
よ
る
投
票
が
行
わ
れ
、
即
時
開

票
の
結
果
、
次
の
十
七
名
の
方
々
が
新

理
事
に
決
定
し
ま
し
た
。
出
席
者
三
十

一
名
（
議
長
を
除
く
）、
委
任
状
三
十

三
名
、不
在
者
投
票
四
十
二
名
で
し
た
。

　

伊
波
賢
一
・
飯
田
慶
雄
・
大
平
岳
子
・

佐
藤
均
・
猿
田
槙
男
・
嶋
田
伸
夫
・
清

水
儀
孝
・
生
野
正
・
瀬
下
明
・
綱
取
譲

一
・
土
肥
豊
久
・
服
部
暁
治
・
深
海
信

彦
・
松
本
義
行
・
冥
賀
吉
也
・
持
田
具

宏
・
吉
井
唯
夫
（
五
十
音
順
）

　

続
い
て
別
室
に
て
新
理
事
に
よ
る
互

選
が
行
わ
れ
た
結
果
、
深
海
信
彦
氏
が

理
事
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
を
も
っ
て
、
臨
時
総
会
は
滞
り

な
く
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
臨
時
総
会
お
よ
び
選

挙
は
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
指

新たに選出された理事による第１回理事会（６月10日）

臨時総会における役員選出の投票風景

「平成の名刀・名工展」開催概要
〔岡山会場〕
会場：林原美術館
会期：令和元（2019）年５月18日㈯～７月７日㈰

〔東京会場〕
会場：刀剣博物館
会期：令和元（2019）年８月24日㈯～10月６日㈰

〔長野会場〕
会場：坂城町鉄の展示館
会期：令和元（2019）年11月９日㈯～２（2020）年２月２日㈰
主催：公益財団法人日本美術刀剣保存協会
　　　公益財団法人日本刀文化握興協会
　　　全日本刀匠会
共催：�刀剣博物館・坂城町鉄の展示館・林原美術館・山陽新聞社・

SBC信越放送
協力：文化庁

〔審査員〕
審査委員長　稲田　和彦（京都国立博物館名誉館員）
審査副委員長　原田　一敏（ふくやま美術館館長）
委　　　　員　佐々木正直（群馬県立館林美術館館長）
委　　　　員　内藤　直子（大阪歴史博物館学芸第二係長）
委　　　　員　三島　知美（大倉集古館元学芸員）
委　　　　員　三角　正人（塚本美術館副館長）
委　　　　員　渡邉　妙子（佐野美術館館長）

◆
平
成
の
名
刀
・
名
工
大
賞

　

河
内　

道
雄
（
奈
良
県
）

　

月
山　
　

清
（
奈
良
県
）

　

宮
入　

法
廣
（
長
野
県
）

　

吉
原　

義
人
（
東
京
都
）

◆
平
成
の
名
刀
・
名
工
準
大
賞

　

三
上　

孝
徳
（
広
島
県
）

　

宮
入　
　

恵
（
長
野
県
）

◆
特
別
奨
励
賞

　

久
保　

善
博
（
広
島
県
）

　

川
﨑　

仁
史
（
埼
玉
県
）

◆
奨
励
賞

　

高
見　

一
良
（
兵
庫
県
）

　

明
珍　

裕
介
（
兵
庫
県
）

◆
平
成
の
名
刀
・
名
工
選

　

加
藤　

政
也
（
栃
木
県
）

　

松
葉　

一
路
（
宮
崎
県
）

　

木
村　

光
宏
（
熊
本
県
）

　

河
内　

一
平
（
長
野
県
）

　

吉
原　

荘
二
（
東
京
都
）

　

松
川　
　

隆
（
長
野
県
）

　

上
山　

陽
三
（
岡
山
県
）

　

石
田　

智
久
（
群
馬
県
）

　

尾
川　

光
敏
（
岐
阜
県
）

　

赤
松　

伸
咲
（
岡
山
県
）

　

上
林　

勇
二
（
山
形
県
）

　

小
宮　

治
気
（
福
岡
県
）

　

月
山　

一
郎
（
奈
良
県
）

　

山
口　
　

武
（
岩
手
県
）

　

根
津　
　

啓
（
長
野
県
）

　

吉
川　

三
男
（
東
京
都
）

　

松
田　

周
二
（
千
葉
県
）

　

宗　
　

正
敏
（
福
岡
県
）

　

瀬
戸　

吉
廣
（
福
岡
県
）

　

小
宮
早
陽
光
（
福
岡
県
）

　

加
藤
賀
津
雄
（
岐
阜
県
）

　

宮
城　

正
年
（
宮
城
県
）

※�

応
募
者
41
名
、
入
選
者
32

名
、
掲
載
は
受
付
順

導
に
基
づ
き
、
公
明
正
大
か
つ
厳
正
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

直
ち
に
第
一
回
理
事
会
が
開
催
さ

れ
、
深
海
新
理
事
長
は
じ
め
各
理
事
か

ら
組
合
運
営
に
携
わ
る
抱
負
が
表
明
さ

れ
た
後
、
審
議
に
入
り
、
第
三
十
二
回

大
刀
剣
市
の
実
行
委
員
会
発
足
に
つ
い

て
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
か
ら
多

く
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
寄
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
再
々
の
ご
案
内

〈
急
告
〉
古
物
営
業
法
の
改
正
に
よ
り
、
古
物
商
の
事
業
者
は
管

轄
す
る
警
察
署
に
「
主
た
る
営
業
所
の
届
出
」
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
届
出
を
し
な
い
場
合
に
は
、
遅
く
と
も
二
〇
二
〇
年

四
月
二
十
四
日
時
点
で
無
許
可
営
業
と
な
り
ま
す
。

「
平
成
の
名
刀
・

名
工
展
」
受
賞
者

刀
剣
四
団
体
が
議
連
に
要
望
を
提
出

　

六
月
四
日
、
東
京
千
代
田
区
の
自
民

党
本
部
に
お
い
て
「
刀
剣
・
和
鉄
文
化

を
保
存
振
興
す
る
議
員
連
盟
」
の
会
合

が
あ
り
、
公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀

剣
保
存
協
会
・
公
益
財
団
法
人
日
本
刀

文
化
振
興
協
会
・
全
日
本
刀
匠
会
の
各

代
表
と
と
も
に
、
当
組
合
か
ら
清
水
理

事
長
と
嶋
田
専
務
理
事
が
出
席
し
た
。

　

今
回
は
来
年
度
の
活
動
に
向
け
て
、

四
団
体
か
ら
の
要
望
聴
取
が
主
な
目

的
。

　

日
刀
保
か
ら
は
①
日
刀
保
た
た
ら
へ

の
一
層
の
支
援
、
②
各
種
研
修
会
へ
の

補
助
金
交
付
、
③
国
際
的
展
覧
会
開
催

時
の
支
援
が
、
刀
文
協
か
ら
は
①
選
定

保
存
技
術
保
持
者
の
追
加
認
定
、
②
将

来
の
三
団
体
合
同
展
開
催
の
基
金
調
達

が
、
刀
匠
会
か
ら
は
後
継
者
育
成
を
目

的
と
し
た
研
修
会
へ
の
支
援
、
な
ど
が

要
望
さ
れ
た
。

　

当
組
合
か
ら
は
、
刀
剣
の
輸
送
扱
い

が
国
内
・
海
外
と
も
「
刀
剣
」
と
し
て

は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
現
状
に
つ
い
て

説
明
し
、
広
く
内
外
に
普
及
さ
せ
る
に

は
こ
う
し
た
イ
ン
フ
ラ
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
を
訴
え
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
議

員
か
ら
質
問
が
あ
り
、
ま
た
賛
意
を
頂

く
こ
と
が
で
き
た
。

　

会
議
終
了
後
、
日
刀
保
の
協
力
で
名

刀
鑑
賞
会
が
開
か
れ
、
議
連
の
メ
ン
バ

ー
は
日
刀
保
・
日
野
原
大
学
芸
部
長
の

解
説
を
聞
き
な
が
ら
、
国
会
開
会
中
の

多
忙
な
中
、
和
や
か
な
ひ
と
と
き
を
味

わ
っ
て
い
た
。

名刀を鑑賞する議連の皆さん

に
も
速
や
か
な
ご
協
力
を
頂
戴
し
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
引
き
続
き
今
後
の
ご
支
援
を
お
願

い
す
る
次
第
で
す
。�

（
嶋
田
伸
夫
）
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小
暮  

曻
一

店
主

日
本
刀
の

名
品
・
名
刀
を
販
売

▪
第
二
回
日
蓮
聖
人
の
坐
像

　

平
成
十
四
年
、
私
は
伊
予
西
条
松
平

家
に
伝
来
し
た
金
梨
子
地
葵
紋
の
蒔
絵

硯
箱
、
雛
道
具
、
蒔
絵
盃
、
反
物
台
、

家
康
筆
和
歌
短
冊
な
ど
十
二
点
を
、
愛

媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
に
お
世
話
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

　

松
平
様
の
ご
自
宅
に
伺
っ
た
折
の
こ

と
、
ご
当
主
が
黒
漆
塗
葵
紋
蒔
絵
の
箱

を
出
し
て
こ
ら
れ
、「
ど
ん
な
も
の
か

調
べ
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
た
。「
う

ち
に
あ
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
家
康
の
筆

か
も
し
れ
ん
ぞ
」
と
笑
っ
て
見
せ
ら
れ

た
の
が
、
軸
装
さ
れ
た
短
冊
だ
っ
た
。

　

久
能
山
東
照
宮
博
物
館
の
小
林
明
先

生
に
お
調
べ
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
結

果
は
徳
川
家
康
の
真
筆
だ
っ
た
。

　

再
び
伺
っ
て
そ
の
ご
説
明
を
す
る

と
、
松
平
様
の
目
は
一
瞬
点
に
な
っ
た

が
、
す
ぐ
に
笑
顔
で
一
言
お
っ
し
ゃ
っ

た
。｢

飯
田
、
次
は
お
ま
え
の
出
番
だ
」

　

そ
の
後
も
伺
う
度
に
、
松
平
家
伝
来

の
品
々
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

平
成
十
五
年
の
あ
る
時
、
木
彫
の
日

蓮
聖
人
坐
像
を
出
し
て
こ
ら
れ
、「
何

年
ぐ
ら
い
前
の
も
の
か
わ
か
る
か
」
と

質
問
さ
れ
た
。「
私
は
刀
屋
で
す
か
ら
、

仏
像
は
門
外
漢
で
す
」と
遠
慮
し
た
が
、

｢

大
体
で
い
い
ん
だ
、
大
体
で
」
と
何

度
も
お
っ
し
ゃ
る
の
で
、
漆
や
蒔
絵
の

古
色
の
状
態
か
ら
見
て
「
百
年
や
二
百

年
前
の
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

四
百
年
ぐ
ら
い
は
あ
る
の
で
は
」
と
お

答
え
し
た
。

　
「
そ
れ
な
ら
、
詳
し
く
調
べ
て
く
れ

な
い
か
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、

簡
単
に
持
ち
出
せ
る
も
の
で
も
な
い

し
、
ど
う
し
た
も
の
か
思
案
に
暮
れ
て

い
た
。

　

そ
ん
な
折
、
た
ま
た
ま
当
店
に
立
正

大
学
名
誉
教
授
の
中
尾
堯た

か
し
先
生
が
お
見

え
に
な
っ
た
。
先
生
は
仏
教
学
の
権
威

で
、特
に
日
蓮
宗
の
研
究
で
知
ら
れ
る
。

私
は
事
情
を
お
話
し
し
、
調
査
し
て
い

た
だ
け
な
い
か
お
願
い
し
た
。

　

す
る
と
先
生
は
「
今
日
、
日
蓮
さ
ん

の
坐
像
の
い
い
も
の
な
ん
か
、
出
て
こ

な
い
よ
。
私
は
既
に
全
国
二
百
カ
所
以

上
も
調
査
し
た
が
、
い
い
も
の
な
ん
か

な
い
。
大
体
、
そ
ん
な
も
の
が
地
元
で

な
く
、
何
で
自
宅
に
あ
る
ん
だ
」
と
、

け
ん
も
ほ
ろ
ろ
。
私
は
「
毎
日
拝
む
も

の
だ
か
ら
こ
そ
、
江
戸
屋
敷
に
あ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
、

一
度
も
お
国
入
り
さ
れ
な
か
っ
た
殿
様

も
お
ら
れ
た
み
た
い
で
す
よ
」
と
申
し

上
げ
た
ら
、
先
生
は
「
君
が
そ
こ
ま
で

言
う
の
な
ら
、
一
度
行
っ
て
み
る
か
」

と
い
う
話
に
な
っ
た
。

　

調
査
の
当
日
、
中
尾
先
生
は
お
弟
子

さ
ん
の
寺
尾
英え

い

智ち

先
生
を
帯
同
さ
れ
て

い
た
。
寺
尾
先
生
は
現
在
、
立
正
大
学

教
授
だ
が
、
当
時
は
身
延
山
大
学
教
授

を
務
め
、
日
蓮
宗
に
関
す
る
著
書
を
吉

川
弘
文
館
や
雄
山
閣
か
ら
出
し
て
お
ら

れ
た
。

　

坐
像
を
ざ
っ
と
拝
見
し
た
中
尾
先
生

は
、
い
き
な
り
首
の
部
分
を
持
っ
て
引

っ
張
り
上
げ
た
。
ポ
ン
と
大
き
な
音
が

し
て
、
首
が
取
れ
た
。
そ
の
穴
に
手
を

入
れ
、
取
り
出
し
た
一
巻
の
巻
物
を
、

先
生
は
朗
々
と

読
み
上
げ
ら
れ

た
。

　

｢

タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
の
よ
う

な
も
の
で
す
。

こ
の
坐
像
を
作

ら
せ
た
人
が
わ

飯
田 

慶
久

（
飯
田
高
遠
堂
）

あ
る

の

刀
屋
刀
屋
履

歴
書

か
り
ま
し
た
。
家
康
の
側
室

で
あ
る
お
万
の
方
で
す
」

　

坐
像
の
背
面
の
汚
れ
を
取

る
と
「
元
和
三
年
龍
集　

丁

巳
七
月
良
辰　

南
無
日
蓮
大

菩
薩　

日
遠
（
花
押
）」
の

墨
書
が
現
れ
、
一
六
一
七
年

に
身
延
山
久
遠
寺
二
十
二
世

の
日
遠
上
人
が
開
眼
し
た
こ

と
も
判
明
し
た
。
四
百
年
前

と
い
う
私
の
見
立
て
は
、
た

ま
た
ま
的
中
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

そ
し
て
、
中
尾
先
生
が
松

平
様
ご
夫
妻
に
説
明
さ
れ
た

結
論
は
こ
う
で
あ
っ
た
。「
こ

の
坐
像
は
本
来
、
西
条
に
あ
る
べ
き
も

の
で
し
ょ
う
が
、
毎
日
拝
む
も
の
な
の

で
、
江
戸
屋
敷
の
方
に
置
か
れ
た
の
で

し
ょ
う
」

　

調
査
が
終
わ
り
、帰
ろ
う
と
し
た
時
、

仏
壇
の
横
の
小
さ
な
巻
物
が
目
に
留
ま

っ
た
。
奥
さ
ま
に
「
こ
ち
ら
も
拝
見
し

て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
」
と
申
し
上

げ
る
と
、「
ご
覧
に
入
れ
る
よ
う
な
も

の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
」
と
お
っ

し
ゃ
る
の
を
「
先
生
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
見
て
い
た
だ
き

ま
し
ょ
う
」
と
、
中
尾
先
生
に
つ
な
い

だ
。
ス
ル
ス
ル
と
巻
物
を
広
げ
た
時
、

中
尾
先
生
の
背
中
越
し
に
見
て
い
た
寺

尾
先
生
が
「
日
蓮
の
真
筆
じ
ゃ
な
い
で

す
か
」
と
言
い
、中
尾
先
生
は｢
オ
ー
」

と
大
き
な
声
を
上
げ
た
。
お
二
人
の
興

奮
ぶ
り
は
尋
常
で
は
な
か
っ
た
。

　

松
平
家
を
後
に
し
て
、
両
先
生
を
目

白
の
そ
ば
屋
に
ご
案
内
し
た
。

　

中
尾
先
生
は
「
今
日
は
飯
田
さ
ん
の

お
か
げ
で
い
い
も
の
が
見
ら
れ
た
。
大

概
は
無
駄
足
に
な
る
が
、
今
日
は
本
当

に
良
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
、
私
も
う
れ

し
か
っ
た
。

　

｢

先
生
は
古
文
書
に
も
詳
し
い
で
す

ね
」
と
申
し
上
げ
る
と
、「
私
は
日
本

古
文
書
学
会
の
会
長
だ
っ
た
こ
と
も
あ

る
し
、
文
化
審
議
会
専
門
委
員
も
し
て

い
る
の
だ
よ
」
と
言
わ
れ
た
の
に
は
、

恐
縮
し
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
日
蓮
の
真
筆
は
後
日
、
中
尾
先

生
の
お
世
話
で
新
宿
区
の
お
寺
に
寄
付

さ
れ
て
い
る
。

　

松
平
家
に
お
出
入
り
す
る
中
で
、
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
一
振
が
、
国
宝

の
花
押
久
国
の
太
刀
で
あ
る
。

　

西
条
久
国
と
も
呼
ば
れ
、
粟
田
口
久

国
の
最
高
傑
作
と
さ
れ
て
い
る
。
東
京

国
立
博
物
館
に
お
ら
れ
た
加
島
進
先
生

は
「
国
宝
百
二
十
振
中
、
五
指
に
入
る

名
刀
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
が
、
誠

に
健
全
で
非
の
打
ち
所
の
な
い
名
刀
だ

っ
た
。

　

こ
の
太
刀
を
当
店
に
お
預
か
り
で
き

る
こ
と
に
な
り
、
松
平
様
と
ご
一
緒
に

寄
託
先
の
徳
川
美
術
館
に
引
き
取
り
に

伺
っ
た
。

　

結
論
か
ら
言
う
と
、
力
及
ば
ず
、
こ

の
太
刀
を
お
世
話
す
る
こ
と
は
か
な
わ

な
か
っ
た
。
ご
希
望
の
価
格
で
購
入
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
私
の
ご
提
案
で
国
に
申
請

し
、
国
が
購
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

個
人
的
に
は
残
念
だ
っ
た
が
、
あ
れ
だ

け
の
名
刀
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
そ
れ

で
良
か
っ
た
と
思
う
。

　

花
押
久
国
に
は
昨
年
、
京
都
国
立
博

物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
京
の
か
た
な
」

展
で
久
し
ぶ
り
に
ま
み
え
、
当
時
の
こ

と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　

無
銘
の
刀
を
鑑
定
す
る
場
合
、
ま
ず

そ
の
刀
が
生う

ぶ

無
銘
な
の
か
、
大
磨
上
無

銘
な
の
か
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

次
に
、
姿
・
地
鉄
・
刃
文
・
帽
子
な

ど
の
調
査
は
も
ち
ろ
ん
必
須
で
す
が
、

茎
の
状
態
、
鑢
目
、
目
釘
穴
の
形
な
ど

も
重
要
な
要
素
で
す
。

　

さ
ら
に
伝
来
、
例
え
ば
古
折
紙
が
付

い
て
い
る
場
合
、
折
紙
が
現
物
と
合
っ

て
い
る
か
ど
う
か
、
口
伝
は
ど
う
か
な

ど
参
考
に
し
な
が
ら
、
鑑
定
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
刀
剣
そ
の
も
の
の
品
格
も

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

そ
れ
ら
を
総
合
的
に
調
査
し
、
在
銘

品
と
比
較
し
な
が
ら
、
い
つ
の
時
代
の

ど
こ
の
国
の
何
派
の
刀
工
で
あ
る
か
判

断
し
ま
す
。
在
銘
の
刀
に
最
も
近
い
作

風
で
あ
っ
た
り
、
折
紙
が
付
い
て
い
る

場
合
は
個
名
で
極
め
ら
れ
ま
す
が
、「
無

銘
当
麻
」
な
ど
と
流
派
極
め
に
な
る

場
合
も
多
々
あ
り
ま
す
。

　

ご
質
問
の
「
越
前
来
」
は
個
名
極
め

で
な
く
、
い
わ
ゆ
る
流
派
極
め
の
鑑
定

で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
越
前
来
に
つ
い
て
、
関
連
文
献

を
参
考
に
し
な
が
ら
説
明
い
た
し
ま
し

ょ
う
。

　
『
日
本
刀
大
鑑
』
に
よ
れ
ば
、｢

本
国

が
京
で
、
来
国
安
の
弟
子
・
千
代
鶴
国

安
と
い
う
者
が
貞
治
ご
ろ
（
南
北
朝
中

期
）
越
前
国
に
来
て
千
代
鶴
派
の
祖
と

な
っ
た
。
国
安
は
越
前
丸
と
も
称
し
、

銘
に
千
代
鶴
と
も
来
国
安
と
も
切
る
と

い
い
、
同
国
に
来
宗
光
な
る
刀
工
が
い

て
、共
に
越
前
来
と
も
言
わ
れ
て
い
る
」

と
あ
り
ま
す
。

　
『
日
本
刀
銘
鑑
』（
石
井
昌
国
編
）
で

は
、
国
安
を
三
名
挙
げ
て
い
ま
す
。

▽�

国
安　

越
前
来
。
千
代
鶴
派
の
祖
。

生
国
山
城
。
摂
津
に
て
も
打
つ
。
来

国
末
孫
。
来
国
安
門
。
来
国
安
と
も

切
る
と
い
う
。

▽�

来
国
安　

越
前
来
。
千
代
鶴
。
敦
賀

住
。
嘉
慶（
南
北
朝
後
期
）頃
。
越
前
。

▽�

国
安　

越
州
住
国
安
。
越
前
住
千
代

鶴
作
。
来
。
千
代
鶴
。
越
前
。

　

各
代
あ
る
の
か
、
一
人
説
な
の
か
、

現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
す
。

　

重
要
刀
剣
で
は
「
越
前
来
」
極
め
の

指
定
は
一
振
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
無

銘
来
国
安
や
無
銘
伝
来
国
安
の
極
め

で
三
振
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。『
重

要
刀
剣
図
譜
』
の
説
明
文
に
は
、

▽�

国
安
は
本
国
は
山
城
で
、
一
説
に
来

国
末
の
孫
と
い
い
、
後
に
越
前
に
移

住
し
、
越
前
来
と
称
さ
れ
た
。

▽�

来
国
安
は
生
国
は
山
城
で
、
一
説
に

来
国
末
の
孫
と
い
い
、
後
に
越
前
に

移
住
し
、千
代
鶴
派
の
祖
と
な
っ
た
。

　

と
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
越
前
来
の
作
風
に
つ
い
て
で

す
が
、『
鑑
刀
日
々
抄
』
続
２
に
越
前

来
国
安
極
め
の
刀
を
、

　

｢

地
刃
に
五
か
伝
ず
ば
り
で
な
い
作

風
が
あ
っ
て
北
国
物
の
感
あ
り
（
板
目

■
無
銘
の
刀
を
審
査
に
出
し
た
と

こ
ろ｢

越
前
来
」
に
極
め
ら
れ
ま

し
た
。
越
前
来
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
、
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
の

で
、
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

徳川家康筆の短冊

坐像を調査する中尾（右）・寺尾両先生

越前来の作例

流
れ
肌
交
じ
っ
て
や
や
ざ
ん
ぐ
り
と
し

た
地
景
入
り
地
沸
よ
く
つ
き
地
斑
黒
め

に
交
じ
る
）、
南
北
朝
時
代
の
い
わ
ゆ

る
越
前
来
国
安
な
ら
ば
一
応
首
肯
さ
れ

る
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
越
前
来
に
極
め
ら
れ
て
い

る
作
風
を
述
べ
る
と
、

▽�

姿
…
延
文
・
貞
治
頃
の
姿
、南
北
朝
後

期
に
見
ら
れ
る
姿
の
二
様
が
あ
る
。

▽�

地
鉄
…
板
目
に
杢
目
・
流
れ
肌
を
交

え
、
肌
立
ち
ご
こ
ろ
と
な
り
、
地
沸

微
塵
に
厚
く
つ
き
、
地
景
細
か
く
し

き
り
に
入
り
、
黒
み
が
あ
る
。

▽�

刃
文
…
広
直
刃
調
に
小
丁
子
足
入
り
、

来
国
光
あ
た
り
に
も
見
え
る
が
、
一

歩
譲
る
と
こ
ろ
の
も
の
、
直
刃
調
に

小
湾
れ
、
互
の
目
交
じ
り
、
足
入
り
、

沸
よ
く
つ
き
粗
め
の
沸
交
じ
り
、
砂

流
し
の
目
立
つ
も
の
の
二
様
が
あ
る
。

▽�

帽
子
…
浅
く
湾
れ
込
み
、
小
丸
に
掃

き
掛
け
る
。

　

結
論
的
に
は
、
越
前
来
と
は
南
北
朝

中
期
～
後
期
に
か
け
て
越
前
国
に
て
活

躍
し
た
越
前
千
代
鶴
国
安
を
中
心
に
製

作
さ
れ
た
刀
剣
で
あ
り
、
作
風
は
地
刃

に
南
北
朝
期
の
来
派
の
特
色
を
表
し
な

が
ら
も
、
地
刃
が
肌
立
ち
ご
こ
ろ
と
な

り
黒
み
が
か
り
、
帽
子
も
掃
き
掛
け
る

な
ど
、
北
国
気
質
の
見
ら
れ
る
も
の
が

越
前
来
と
言
え
ま
す
。

質
問
箱

回
答
者
◉
冥
賀 

吉
也

第
一
回
・
越
前
来

質
問
箱

？
？
？
？
？
？
？？
？？
？？
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今
回
は
一
般
社
団
法
人
日
本
甲
冑
武

具
研
究
保
存
会
（
以
下
「
日
甲
研
」）

の
本
部
月
例
研
究
会
（
例
会
）
の
内
容

を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

　

日
甲
研
で
は
、
ほ
ぼ
毎
月
例
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
扱
う
テ
ー
マ
は
さ
ま

ざ
ま
で
、
例
え
ば
実
際
に
甲
冑
の
パ
ー

ツ
類
（
兜
・
袖
等
）
を
会
員
で
持
ち
寄

っ
て
行
う
勉
強
会
の
ほ
か
、
甲
冑
以
外

の
ジ
ャ
ン
ル
の
専
門
の
講
師
を
招
い
て

の
勉
強
会
も
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
半
年
間
ほ
ど
で
扱
っ
た
テ
ー
マ

の
「
和
式
乗
馬
の
特
異
性
と
鐙
装
着
の

歴
史
的
変
遷
」「
厳
島
神
社
所
蔵
の
甲

冑
銘
文
に
つ
い
て
」「
烏
帽
子
形
兜
」

「
大
袖
か
ら
変
わ
り
袖
ま
で
」「
旗
・

袖
印
持
ち
寄
り
研
究
会
」
は
、
当
会

の
会
員
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
外
部
か
ら
講
師
を
招

い
た
も
の
と
し
て
「
西
洋
甲
冑
入
門

―
歴
史
的
変
遷
と
構
造
」
奥
主
博
之

氏
（
西
洋
甲
冑
武
器
研
究
家
）、「
た

た
ら
製
鉄
と
日
本
刀
」
黒
滝
哲
哉
氏

（
公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保

存
協
会
学
芸
部
た
た
ら
・
伝
統
文
化

推
進
課
長
）
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

日
甲
研
の
近
畿
支
部
や
東
海
支
部
で

も
セ
ミ
ナ
ー
や
勉
強
会
を
随
時
開
催

し
て
い
ま
す
。

例会での講演と展示
青年会大会の交換会風景

甲
冑
の
話
題
─
─
─
❷

　

例
会
の
テ
ー
マ
は
随
時
、
日
甲
研
の

サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
興
味
が
あ
る
よ
う
で
し
た
ら
ぜ

ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ち
な
み
に
七
月
は
東
京
国
立
博
物
館

で
の
特
集
展
「
親
と
子
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

日
本
の
鎧
！
」
の
見
学
会
に
な
っ
て
い

ま
す
。
博
物
館
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を

見
学
し
な
が
ら
の
月
例
研
究
会
と
な
り

ま
す
の
で
、気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

当
会
会
員
と
情
報
交
換
や
交
流
の
機
会

を
持
つ
キ
ッ
カ
ケ
に
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
月
例
研
究
会
へ
の
参

加
費
用
は
、
非
会
員
の
方
は
二
千
円
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
初
心
者
向
け
講
座
と
し
て
、
当

会
常
務
理
事
・
菅
野
茂
雄
に
よ
る
講
座

（
よ
み
う
り
カ
ル
チ
ャ
ー
錦
糸
町
）
や
、

こ
は
ぜ
会
（
若
手
会
員
の
グ
ル
ー
プ
）

に
よ
る
講
座
も
随
時
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
日
甲
研
の
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

い
き
な
り
例
会
へ
の
参
加
が
躊
躇
さ

れ
る
方
は
、
初
め
に
こ
の
よ
う
な
講
座

に
参
加
し
て
み
る
の
も
面
白
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
一
般
社
団
法
人
日
本
甲
冑
武
具
研
究

保
存
会
評
議
員
・
佐
々
木
亮
）

日
甲
研
の
通
常
総
会
・
見
学
会
の
ご
案
内

（
一
社
）日
本
甲
冑
武
具
研
究
保
存
会

全
国
美
術
刀
剣
青
年
会
が
大
会
を
開
催

　

五
月
二
十
六
日
、
栃
木
県
宇
都
宮
市

の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
に
お
い
て
全

国
美
術
刀
剣
青
年
会
の
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
笠
原
崇
弘
代
表
幹

事
の
下
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
非
常
に

活
発
な
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

刀
剣
青
年
会
は
全
国
美
術
刀
剣
会
に

お
い
て
若
手
が
会
の
シ
ス
テ
ム
を
理
解

し
、
こ
れ
か
ら
の
刀
剣
界
を
背
負
っ
て

い
け
る
人
物
を
育
て
る
と
い
う
目
的
で

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
狙
い
通
り
、
セ
リ
発
句
か
ら
伝

票
書
き
、
会
計
、
受
付
、
宿
泊
手
配
な

ど
細
か
い
部
分
ま
で
会
員
が
役
割
を
分

担
し
て
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
、
百

聞
は
一
見
に
如
か
ず
、
や
ら
な
い
と
わ

か
ら
な
い
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

し
、
問
題
も
出
て
き
ま
す
。
そ
れ
を
皆

で
協
力
し
乗
り
越
え
る
こ
と
で
、
若
手

の
結
束
も
強
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

会
は
盛
況
で
、
四
千
九
百
万
円
の
出

来
高
と
な
り
ま
し
た
。
苦
し
い
時
期
が

あ
っ
た
青
年
会
を
温
か
く
見
守
り
応
援

し
て
く
だ
さ
っ
た
Ｏ
Ｂ
の
お
か
げ
で
あ

る
こ
と
を
一
同
が
理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ

が
今
後
の
刀
剣
界
に
恩
返
し
し
て
い
く

こ
と
に
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
と
、
皆
が

感
じ
る
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
の
後
の
宴
会
も
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
こ
の
日
、笠
原
代
表
幹
事
の
父
上
、

泰
明
氏
の
喜
寿
の
誕
生
日
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
皆
で
お
祝
い
し
、
非
常
に
ア

ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。�

（
土
肥
富
康
）
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憲

　

公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会

主
催
、
二
〇
一
九
年
度
「
現
代
刀
職
展
」
の

表
彰
式
が
七
月
五
日
、
刀
剣
博
物
館
で
挙
行

さ
れ
た
。

　

従
来
の
「
新
作
名
刀
展
」
と
「
刀
剣
研
磨
・

外
装
技
術
発
表
会
」
は
昨
年
度
か
ら
表
記
の

名
称
で
合
同
開
催
と
な
り
、
刀
職
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
技
を
切
磋
琢
磨
す
る
機
会
と
な
っ
て

い
る
。

　

今
年
度
の
入
賞
者
は
下
記
の
通
り
。な
お
、

同
展
は
次
の
二
会
場
で
開
催
さ
れ
る
。

　

七
月
六
日
㈯
～
八
月
十
八
日
㈰

　

刀
剣
博
物
館
＝
墨
田
区
横
網
一
─

一
二
─

九

☎
〇
三
─

六
二
八
四
─

一
〇
〇
〇

　

十
一
月
七
日
㈭
～
十
一
月
二
十
八
日
㈭

　

致
道
博
物
館
＝
山
形
県
鶴
岡
市
家
中
新
町

一
〇
─

一
八　

☎
〇
二
三
五
─

二
二
─
一
一
九
九

■
作
刀
の
部

太
刀
・
刀
・
脇
指
・
薙
刀
・
槍
の
部

［
高
松
宮
記
念
賞
］
北
川
哲
士

［
薫
山
賞
］
髙
見
一
良

［
寒
山
賞
］
小
宮
治
氣

［
公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会

会
長
賞
］
加
藤
政
也　

髙
橋
祐
哉

［
努
力
賞
］
小
宮
早
陽
光　

加
藤
賀
津
雄　

森
國
利
文　

金
田
達
吉　

吉
田
政
也　

月
山

一
郎　

山
下
浩
郎　

新
保
基
治　

曽
根
寛　

宮
城
朋
幸　

木
村
光
宏　

松
川
隆

短
刀
・
剣
の
部

［
優
秀
賞
］
安
藤
祐
介

［
努
力
賞
］
田
中
諭　

松
川
隆　

加
藤
政
也

髙
羽
弘
宗　

新
保
基
治　

伊
藤
重
光　

岡
本

克
博

■
刀
身
彫
の
部

［
薫
山
賞
］
片
山
恒

［
寒
山
賞
］
柏
木
幸
治

［
努
力
賞
］
入
江
万
里　

柳
村
将
之

■
彫
金
の
部

［
薫
山
賞
］
川
島
義
之

［
優
秀
賞
］
福
與
裕
毅

［
努
力
賞
］
栁
川
清
次　

伊
藤
桂
子　

大
川

千
光　

山
口
石
根

■
研
磨
の
部
・
鎬
造
り
の
部

［
木
屋
賞
］
松
村
壮
太
郎

［
竹
屋
賞
］
平
井
隆
守

［
千
葉
賞
］
諸
富
剛

［
薫
山
賞
］
神
山
貴
恵

［
寒
山
賞
］
柏
木
良

［
優
秀
賞
］
細
越
敬
喜　

塚
本
浩
之　

多
田

芳
徳　

菊
池
真
修　

藤
代
龍
哉　

是
澤
光
昌

［
努
力
賞
］
松
尾
清
健　

玉
置
城
二　

井
上

聡　

小
川
和
比
古　

小
宮
光
敏　

相
良
雄
一

各
務
弦
太　

真
津
仁
彰　

米
倉
晴
義

■
研
磨
の
部
・
平
造
り
の
部

［
優
秀
賞
］
玉
置
城
二　

平
井
隆
守

［
努
力
賞
］
柏
木
良　

各
務
弦
太　

細
村
正

勝　

阿
部
義
貞

■
白
鞘
の
部

［
優
秀
賞
］
久
保
純
一　

永
洞
修

［
努
力
賞
］
秋
山
登　

塚
本
剛
之

■
刀
装
の
部

［
優
秀
賞
］
久
保
謙
太
郎

［
努
力
賞
］
伊
藤
俊
克　

山
田
真
也

■
柄
前
の
部

［
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
会
長
賞
］
飯
山

隆
司　

久
保
純
一

日
刀
保
主
催
の
二
〇
一
九
年
度｢

現
代
刀
職
展｣

は
二
会
場
で
開
催

刀
文
協
主
催｢

日
本
刀
の
匠
た
ち｣
に
新
た
に
文
部
科
学
大
臣
賞

　

公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
・

坂
城
町
鉄
の
展
示
館
・
坂
城
町
主
催
、
信
濃

毎
日
新
聞
社
共
催
、
経
済
産
業
省
・
文
化
庁
・

長
野
県
ほ
か
後
援
の｢

日
本
刀
の
匠
た
ち
─

第
十
回
新
作
日
本
刀
研
磨
外
装
刀
職
技

術
展
覧
会｣

は
五
月
十
八
日
㈯
～
八
月
二
十

五
日
㈰
、
坂
城
町
鉄
の
展
示
館
（
長
野
県
埴

科
郡
坂
城
町
坂
城
六
三
一
三
─

二　

☎
〇
二

六
八
─

八
二
─

一
一
二
八
）
で
開
催
さ
れ
て
い

る
が
、
五
月
二
十
五
日
㈯
、
坂
城
町
中
心
市

街
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

授
賞
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

　

初
め
に
主
催
者
を
代
表
し
て
吉
原
國
家
理

事
長
か
ら
、
次
い
で
坂
城
町
町
長
で
鉄
の
展

示
館
山
村
弘
館
長
、
重
要
無
形
文
化
財
保
持

者
（
彫
金
）
桂
盛
仁
氏
よ
り
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

次
に
運
営
委
員
長
・
宮
入
小
左
衛
門
行
平

専
務
理
事
の
経
過
報
告
の
後
、表
彰
に
移
り
、

今
回
初
交
付
の
文
部
科
学
大
臣
賞
に
は
研
磨

部
門
か
ら
水
田
吉
政
氏
が
選
ば
れ
た
。な
お
、

功
労
賞
の
原
沖
光
刀
匠
は
島
根
県
隠
岐
の
島

に
お
住
ま
い
で
、
永
年
に
わ
た
る
作
刀
に
つ

い
て
宮
入
専
務
理
事
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

　

記
念
図
録
の
お
問
い
合
わ
せ
は
全
日

本
刀
匠
会
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ　

https://
tousyoukai.shop-pro.jp/

ま
で
。 

　

受
賞
者
は
次
の
通
り
。

　

会
期
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
も
企
画

さ
れ
て
い
る
。�

（
伊
波
賢
一
）

■
作
刀
・
刀
身
彫
刻
部
門

作
刀

［
経
済
産
業
大
臣
賞
］
河
内
一
平

［
長
野
県
知
事
賞
］
明
珍
裕
介

［
金
賞
第
一
席
］
上

山
陽
三

［
金
賞
第
二
席
］
根

津
啓

［
金
賞
第
三
席
］
安

達
茂
文

［
銀
賞
第
一
席
］
月

山
一
郎

［
銅
賞
第
一
席
］
吉

田
政
也

刀
身
彫
刻

文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
水
田
吉
政
氏（
右
）と
吉
原
理
事
長

［
優
秀
賞
］
久
保
謙
太
郎　

山
田
真
也

［
努
力
賞
］
奥
原
勁
士
朗　

橋
本
幸
律　

出

口
智
之

■
白
銀
の
部

［
優
秀
賞
］
宮
本
恒
之　

三
島
幹
則

［
努
力
賞
］
中
村
晋
也　

上
野
宏
樹

［
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
会
長
賞
］
木
下
宗

憲■
研
磨
部
門

［
文
部
科
学
大
臣
賞･

公
益
財
団
法
人
日
本
刀

文
化
振
興
協
会
会
長
賞
］
水
田
吉
政

［
信
濃
毎
日
新
聞
社
賞
］
本
阿
彌
毅

［
金
賞
第
一
席
］
阿
部
聡
一
郎

［
金
賞
第
二
席
］
倉
島
一

［
銀
賞
第
一
席
］
國
上
涼

［
銀
賞
第
二
席
］
藤
川
二
朗

■
刀
装
部
門

刀
装
具

［
公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
会

長
賞
］
福
與
裕
毅

［
金
賞
第
二
席
］
川
上
登

［
銀
賞
第
一
席
］
ジ
ェ
フ･

ブ
ロ
ー
デ
リ
ッ
ク

白
銀

［
坂
城
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
］
松
本
豊

［
金
賞
第
二
席
］
平
田
実

［
銀
賞
第
一
席
］
杉
山
英
明

白
鞘

［
坂
城
町
長
賞
］
古
川
和
幸

［
銀
賞
第
一
席
］
森
井
敦
央

柄
巻
き

［
金
賞
第
一
席
］
遠
山
和
康

［
銀
賞
第
一
席
］
平
井
重
治

鞘
塗
り

［
金
賞
第
一
席
］
小
山
光
秀

■
第
四
回
特
別
公
開
部
門
“ Sword Oshi�

gata Art 

”

［
優
秀
賞
第
一
席
］
阿
部
聡
一
郎

［
優
秀
賞
第
二
席
］
三
浦
弘
貴

［
優
秀
賞
第
三
席
］
長
津
祐
介

［
優
秀
賞
第
四
席
］
片
岡
澄
夫

特賞受賞者の皆さん
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「
登
録
は
、
昭
和
二
十
六
年
三
月
の

東
京
で
す
ね
」

　
「
え
っ
、
っ
て
こ
と
は
、
大
名
家
か

ら
出
た
の
で
し
ょ
う
か
！
」

　
「
さ
あ
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
お
武
家
か
ら
出
た
ん
で
し

ょ
う
ね
え
」

　

よ
く
あ
る
会
話
で
あ
る
。

　

銃
砲
刀
剣
類
等
所
持
取
締
令
の
施
行

に
伴
い
、
美
術
的
刀
剣
類
等
の
登
録
審

査
が
翌
二
十
六
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と

は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

今
回
、
さ
ら
に
古
い
年
月
日
の
登
録
証

が
見
つ
か
っ
た
！　

東
京
都
の
登
録
証

に
、「
昭
和
廿
四
年
参
月
丗
壱
日
発
行
」

と
ブ
ル
ー
の
ス
タ
ン
プ
が
押
し
て
あ

る
。
驚
愕
し
た
。

　

し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
間

違
い
で
あ
る
。
所
持
者
は
、「
こ
れ
は

昭
和
二
十
六
年
と
東
京
都
に
確
認
し
、

私
、
所
有
者
変
更
届
出
書
を
提
出
し
、

受
理
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
」。
心
配

そ
う
な
口
調
で
答
え
た
。

　

念
の
た
め
、
東
京
都
に
電
話
を
か
け

て
、
確
認
し
て
み
た
。

　
「
読
み
上
げ
ま
す
、
種
別
脇
差
…
…

発
行
年
月
日
は
昭
和
二
十
六
年
三
月
三

十
一
日
で
す
」「
は
い
、
合
っ
て
ま
す｣

　

こ
れ
は
昭
和
二
十
六
年
と
す
る
べ
き

と
こ
ろ
を
、
誤
っ
て
昭
和
二
十
四
年
と

し
て
い
る
の
だ
っ
た
。

　

東
京
都
は
「
初
年
度
登
録
の
場
合
、

間
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
コ
ピ
ー
を

添
え
て
所
有
者
変
更
届
出
書
を
ご
提
出

い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で
す
」
と
回
答
し

て
受
理
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、

こ
れ
が
他
県
の
場
合
、
必
ず
し
も
そ
う

で
は
な
い
。
例
え
ば
愛
媛
県
か
ら
は
、

現
物
確
認
を
要
請
さ
れ
た
。
ほ
か
に
も

「
頑
と
し
て
受
け
付
け
な
い
」
と
い
う

県
は
少
な
く
な
い
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
当
時
、
登
録
事

務
の
人
は
ど
う
し
て
確
認
を
し
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
方
の
登
録
証

を
受
け
取
っ
た
人
も
、
発
行
年
が
異
な

る
こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
昭
和
二
十
六
年
三
月
、
膨
大
な
数

の
刀
剣
が
審
査
に
出
、
登
録
業
務
が
い

か
に
大
変
だ
っ
た
か
は
十
分
想
像
で
き

る
。
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
で
あ
る
。

　

今
日
は
大
丈
夫
か
と
い
う
と
…
…
決

し
て
そ
う
で
は
な
い
こ
と
は
、
読
者
の

皆
さ
ま
も
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
う
。
実

は
、
筆
者
は
登
録
事
務
の
手
続
き
上
の

手
違
い
で
、
誤
記
さ
れ
た
経
験
を
、
つ

い
先
ご
ろ
し
た
ば
か
り
な
の
だ
。

　

平
成
四
年
に
熊
本
県
が
発
行
し

た
そ
の
登
録
証
に
は
「
肥
〇
〇
〇
」

「
明
治
二
年
」
と
あ
っ
た
。
確
か
に

茎
の
銘
字
は
判
読
し
に
く
か
っ
た
。

事
例
�

が
、
そ
れ
で
も
「
肥
後
同
田
貫
宗
廣
」

「
明
治
三
年
□
月
日
」
と
読
み
取
れ
た
。

こ
れ
で
は
将
来
の
所
持
者
に
申
し
訳
な

い
の
で
、
熊
本
県
に
連
絡
し
、
所
定
の

手
続
き
を
経
て
、
東
京
都
で
現
物
確
認

に
及
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。

　

現
物
確
認
審
査
で
、
登
録
審
査
委
員

の
先
生
は
、
刃
長
、
反
り
、
目
釘
穴
の

数
…
…
そ
し
て
銘
文
は
「
肥
後
同
田
貫

宗
廣
」
と
判
読
。
年
紀
は
「
明
治
三
年

□
□
□
」。
筆
者
は
、
登
録
審
査
委
員

の
先
生
の
計
測
か
ら
、
目
釘
穴
の
数
、

銘
文
の
読
み
取
り
ま
で
、
そ
の
一
部
始

終
を
注
意
深
く
見
て
い
た
。

　

熊
本
県
へ
回
答
す
る
調
書
は
「
登
録

証
は
『
肥
〇
〇
〇
』
と
あ
る
が
現
物
は

『
肥
後
同
田
貫
宗
廣
』
…
…
一
致
せ
ず
、

し
か
し
訂
正
交
付
は
可
能
」
と
書
い
て

い
た
。
刀
が
救
わ
れ
た
、
と
筆
者
は
思

っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
後
日
、
熊
本
県
か
ら
送

付
さ
れ
た
待
望
の
登
録
証
は
「
肥
前
国

同
田
貫
宗
広
」
と
な
っ
て
い
た
。
土
曜

日
で
電
話
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
の

で
、
誤
記
の
こ
と
を
書
い
た
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
を
送
付
し
た
。

　

翌
週
、
熊
本
の
担
当
者
か
ら
連
絡
が

あ
っ
た
。

　

熊
本
県
「
東
京
都
か
ら
の
報
告
に
は

『
肥
後
国
同
田
貫
…
』
と
あ
っ
た
の
で
、

お
や
、
お
か
し
い
な
と
は
思
い
ま
し
た

が
」

　

私
「
東
京
都
の
現
物
確
認
の
際
、
長

さ
と
銘
文
の
控
え
を
手
に
見
て
い
ま
し

た
。『
肥
後
同
田
貫
宗
広
』
と
読
ん
で

い
ま
し
た
」

　

熊
本
県
「
で
は
東
京
都
に
私
ど
も
か

ら
確
認
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
」

　

熊
本
県
か
ら
後
日
、
連
絡
が
あ
っ

た
。

　
「
東
京
都
の
担
当
者
が
登
録
審
査
委

員
に
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、『
肥
後
国

で
は
な
く
、
肥
後
同
田
貫
と
書
い
た
。

国
は
書
か
な
か
っ
た
』
と
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
正
し
く
書
い
た
登
録
証
を
再
度

交
付
し
ま
す
」。
ほ
っ
と
し
た
。

　

登
録
審
査
委
員
の
先
生
は
、
何
が
ど

う
相
違
し
、
登
録
証
と
現
物
は
一
致
す

る
の
か
、
し
な
い
の
か
、
訂
正
交
付

か
、
再
交
付
か
、
調
書
を
書
い
て
い

た
。
そ
れ
を
東
京
都
か
ら
熊
本
県
に
、

そ
の
ま
ま
送
付
す
れ
ば
、
読
み
取
ら
れ

た
通
り
に
登
録
証
は
交
付
さ
れ
た
は

ず
で
あ
る
。
何
が
ど
う
し
て
ど
う
な
る

と
、
今
回
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
の

だ
ろ
う
。
何
と
も
腑
に
落
ち
な
い
話
で

あ
っ
た
。

　

東
京
都
の
登
録
事
務
職
員
は
、
登
録

審
査
委
員
の
書
い
た
報
告
書
を
基
に
、

熊
本
県
提
出
用
の
書
類
を
作
成
し
て
送

付
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
際
、

銘
文
を
誤
記
し
、
現
物
の
銘
文
と
は
異

な
る
登
録
証
が
発
行
さ
れ
た
の
だ
と
し

た
ら
…
…
問
題
で
あ
る
。

　

今
回
、
現
物
確
認
か
ら
幾
日
も
経
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
登
録
審
査
委
員
が

ど
う
判
読
し
た
の
か
記
憶
し
て
い
た
の

で
事
な
き
を
得
た
。

　

が
、
こ
れ
が
あ
い
ま
い
だ
っ
た
ら
一

体
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
東
京
都

で
は
登
録
審
査
に
当
た
り
、
茎
の
写
真

撮
影
を
行
っ
て
い
な
い
。
と
な
る
と
、

再
度
、
現
物
確
認
に
行
か
な
く
て
は
な

ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
今
回
は
到
着
し
た
登
録
証
を

確
認
し
た
か
ら
わ
か
っ
た
が
、
刀
に
詳

し
く
な
い
人
だ
っ
た
ら
、
あ
る
い
は
確

認
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

数
年
後
、
売
却
し
よ
う
と
刀
剣
店
を

訪
れ
た
際
に
、「
登
録
証
と
現
物
の
銘

文
が
異
な
り
ま
す
」
と
い
う
事
実
が
あ

ら
た
め
て
判
明
し
、
や
は
り
、
と
て
も

困
っ
た
こ
と
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。

　
「
昭
和
二
十
四
年
」
交
付
の
登
録
証

も
、
発
行
さ
れ
て
か
ら
実
に
七
十
年
近

く
の
間
、
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
。
人
間
だ

れ
し
も
間
違
い
は
す
る
。
少
年
期
の
筆

者
も
「
不
注
意
に
つ
け
る
薬
な
し
！
」

と
親
た
ち
に
何
度
言
わ
れ
た
か
わ
か
ら

な
い
し
、
今
で
も
相
変
わ
ら
ず
粗
忽
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
登
録
証
の
簡
単
な
間
違
い

は
、
決
し
て
容
易
に
は
訂
正
で
き
な

い
。
手
続
き
は
煩
雑
で
時
間
が
か
か

る
。
何
と
も
、
笑
え
な
い
話
で
あ
る
。

�

（
登
録
証
問
題
研
究
会
）

｢

登
録
証
問
題｣

を
考
え
る

｢

登
録
証
問
題｣

を
考
え
る
�

「昭和廿四年」の登録証

刀
剣
商
リ
レ
ー
訪
問
�

�

綱
取
譲
一
さ
ん
（
福
隆
美
術
工
芸
）

　

甲
冑
販
売
で
定
評
の
あ
る
福
隆
美
術
工
芸

（
綱
取
譲
一
代
表
）
が
四
月
十
五
日
、
店
舗

を
中
央
区
八
丁
堀
に
移
転
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。

　

通
行
人
の
目
を
引
い
た
銀
座
二
丁
目
の
レ

ト
ロ
な
旧
店
舗
か
ら
、
昭
和
通
り
を
日
本
橋

に
向
か
い
直
線
距
離
で
約
一
キ
ロ
。
古
美
術

店
が
居
並
ぶ
京
橋
の
宝
町
歩
道
橋
か
ら
八
丁

堀
方
面
に
向
か
っ
て
程
な
く
、
材
木
屋
や
お

地
蔵
さ
ま
な
ど
昔
の
名
残
が
漂
う
閑
静
な
土

地
柄
で
す
。

　

福
隆
美
術
工
芸
は
、
画
家
を
志
し
た
初
代

綱
取
保
次
氏
が
自
身
の
雅
号
「
福
隆
」
を
付

け
て
昭
和
四
十
三
年
に
創
業
。
同
五
十
八

年
、
父
で
あ
る
初
代
の
急
逝
を
受
け
現
二
代

目
が
弱
冠
二
十
一
歳
で
継
い
で
早
三
十
七

年
。

　

旧
店
舗
は
近
代
建
築
百
選
に
も
選
ば
れ
た

昭
和
の
木
造
建
築
で
し
た
。
し
か
し
、
耐
震

強
度
や
ら
地
域
再
開
発
や
ら
に
抗
う
こ
と
は

で
き
ず
、
創
業
か
ら
五
十
一
年
目
の
移
転
と

な
り
ま
し
た
。

　

新
店
舗
は
床
面
積
こ
そ
狭
く
な
っ
た
も
の

の
、
高
い
天
井
に
は
シ
ー
リ
ン
グ
フ
ァ
ン

（
天
井
扇
風
機
）
と
ロ
フ
ト
（
中
二
階
）
が

備
え
ら
れ
、
壁
棚
や
壁
掛
け
を
効
果
的
に
用

い
て
機
能
的
な
造
り
に
し
て
い
ま
す
。

　

｢

新
天
地
で
親
切
な
方
々
と
の
ご
近
所
付

き
合
い
に
触
れ
な
が
ら
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
り
、
引
っ
越
し
か
ら
よ
う
や
く
落
ち
着

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
銀
座
の
賑
わ
い
か
ら

離
れ
、
古
美
術
に
関
心
あ
る
人
た
ち
が
足
を

運
ぶ
店
に
し
た
い
」

と
、
八
丁
堀
の
ジ
ョ
ー
ち
ゃ
ん
は
張
り
切
っ

て
い
ま
す
。

（
松
本
義
行
）

■
福
隆
美
術
工
芸
＝
〒
一
〇
四
─

〇
〇
三
二

東
京
都
中
央
区
八
丁
堀
三
─

一
─

三　

飯
野
ビ

ル
一
階　

☎
〇
三
─

六
二
八
〇
─

四
九
八
七　

営
業
時
間
十
一
時
～
十
八
時
三
十
分

レ
ト
ロ
な
古
民
家
か
ら
八
丁
堀
へ
移
転

ロゴマークの三日月は伊達政宗の兜の前立てから

野
田
会
大
会
は
お
な
じ
み
の
筑
波
山
麓
で

　

新
緑
の
薫
る
四
月
十
九
日
、
筑
波
山
江
戸

屋
に
お
い
て
野
田
会
の
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

野
田
会
は
美
術
刀
剣
松
本
の
松
本
富
夫
さ

ん
が
昭
和
六
十
二
年
、
地
方
の
刀
剣
商
の
商

売
を
活
発
に
し
た
い
と
千
葉
県
野
田
市
の
お

店
で
始
め
た
会
で
、
現
在
は
子
息
の
義
行
さ

ん
が
跡
を
継
ぎ
、
親
子
二
人
で
会
を
切
り
盛

り
し
て
い
ま
す
。
三
十
周
年
の
記
念
大
会
を

筑
波
山
で
開
い
た
と
こ
ろ
好
評
で
、
そ
れ
か

ら
同
じ
会
場
で
毎
年
大
会
を
開
き
、
今
年
で

三
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

い
つ
も
の
野
田
会
同
様
、
開
会
の
十
五
分

前
に
な
る
と
も
う
全
員
が
席
に
着
き
、
早
く

始
ま
ら
な
い
か
と
臨
戦
態
勢
。
ほ
ぼ
す
べ
て

の
人
が
商
売
を
し
て
帰
ら
れ
ま
す
。
非
常
に

熱
気
が
あ
り
、
ま
た
と
て
も
和
や
か
な
雰
囲

気
で
す
。
そ
れ
も
会
主
の
松
本
富
夫
さ
ん
・

義
行
さ
ん
の
人
柄
の
せ
い
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

　

会
場
に
は
重
要
刀
剣
や
地
元
に
根
付
い
た

名
品
が
た
く
さ
ん
出
品
さ
れ
、
終
了
予
定
時

間
を
大
幅
に
超
過
す
る
盛
況
ぶ
り
で
、
過
去

最
高
の
出
来
高
を
更
新
し
た
と
の
こ
と
で

す
。

　

終
わ
っ
た
後
の
宴
会
も
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

に
お
い
し
い
お
酒
で
会
に
負
け
ず
盛
況
だ
っ

た
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
ま
す
。

（
土
肥
富
康
）盛会だった野田会の筑波大会
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本
郷
和
人
氏
の
著
書
で
あ
る
『
軍
事

の
日
本
史
』
を
読
ん
で
み
た
。

　

本
郷
氏
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の

教
授
な
の
だ
が
、
学
部
や
大
学
院
で
教

え
る
大
学
教
授
と
は
違
っ
て
、
古
い
資

料
の
中
で
も
と
り
わ
け
学
問
的
価
値
の

高
い
古
文
書
や
古
記
録
を
、
現
代
人
に

も
読
め
る
よ
う
に
句
読
点
を
打
っ
た

り
、
読
み
下
し
た
り
、
関
連
す
る
史
料

も
掲
げ
て
そ
の
デ
ー
タ
を
ま
と
め
る
の

が
主
な
仕
事
で
す
。

　

学
生
に
向
け
て
講
義
し
た
り
、
ゼ
ミ
を

開
く
と
い
っ
た
教
育
的
な
仕
事
は
し
な
い

の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
著
書
も
多
い

し
、
テ
レ
ビ
に
も
よ
く
出
て
い
る
。「
英

雄
た
ち
の
選
択
」
の
磯
田
道
史
氏
の
次
に

出
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
く
ら
い
で
す
。

　

著
者
の
紹
介
は
こ
れ
ぐ
ら
い
に
し
て
、

『
軍
事
の
日
本
史
』
の
紹
介
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

戦
術
に
勝
っ
て
戦
略
に
敗
れ
た
勝
頼
、高
天
神
城
の
攻
防

『
軍
事
の
日
本
史
─
鎌
倉・南
北
朝・室
町・戦
国
時
代
の
リ
ア
ル
─
』

本
郷
和
人 

著
　
朝
日
新
聞
出
版
　
定
価
八
七
五
円
（
税
込
）

重
要
な
の
は
歴
史
観
に
左
右
さ
れ
な
い
史

料
分
析
と
科
学
的
思
考
に
基
づ
く
軍
事
研

究
で
あ
る
と
い
う
主
張
の
下
、
戦
い
を
六

つ
の
要
素
に
分
け
て
い
き
ま
す
。

　

①
戦
術
、
②
戦
略
、
③
兵へ

い

站た
ん

、
④
兵

力
、
⑤
装
備
、
⑥
大
義
名
分
、
で
す
。

　

こ
の
中
で
戦
術
と
戦
略
に
つ
い
て
、
武

田
勝
頼
の
高
天
神
城
の
戦
い
を
例
と
し
て

取
り
上
げ
て
い
る
。

　

天
正
三
年
（
一
五
四
七
）
甲
斐
国
の
武

将
、
武
田
信
玄
の
息
子
勝
頼
が
、
駿
河
国

と
遠
江
国
の
国
境
近
く
に
あ
る
高
天
神
城

と
い
う
山
城
を
落
と
し
た
戦
い
が
あ
り
ま

し
た
。
高
天
神
は
守
り
や
す
く
、
相
手
側

か
ら
す
る
と
攻
め
る
の
が
非
常
に
難
し
い

城
で
し
た
。
こ
こ
は
徳
川
家
康
の
武
将
が

遠
江
支
配
の
重
要
拠
点
と
し
て
守
っ
て
い

た
場
所
で
す
が
、
戦
上
手
の
父
信
玄
も
落

と
せ
な
か
っ
た
こ
の
城
を
攻
め
落
と
す
こ

と
に
成
功
す
る
。
こ
の
局
地
的
な
戦
い

で
、
確
か
に
勝
頼
は
勝
利
を
収
め
ま
し

た
。

　

で
は
、
そ
も
そ
も
勝
頼
が
こ
の
戦
い
を

挑
ん
だ
目
的
は
何
だ
っ
た
の
か
―
。

　

駿
河
は
も
と
も
と
武
田
領
で
あ
っ
て
、

遠
江
は
徳
川
領
で
し
た
。
そ
の
徳
川
領
の

中
に
高
天
神
城
は
位
置
し
て
い
る
か
ら
、

こ
れ
を
落
と
す
の
は
「
徳
川
領
を
侵
略
す

る
」
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち｢

家
康
の

遠
江
支
配
に
く
さ
び
を
打
ち
込
ん
だ
」
と

い
う
点
で
見
れ
ば
、
こ
の
戦
い
は
武
田
勝

頼
の
勝
ち
で
す
。

　

け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
戦
略
的
に
見
る
と

ど
う
な
る
か
―
。
高
天
神
城
は
山
城
で
あ

り
、
経
済
的
利
益
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
周

辺
に
は
豊
か
な
耕
地
も
な
く
、
経
済
流
通

路
を
押
さ
え
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
信
玄
が
落
と
せ
な
か
っ
た
城

を
落
と
し
た
こ
と
で
勝
頼
は
「
織
田
・
徳

川
恐
る
る
に
足
ら
ず
」
と
慢
心
し
、
こ
の

戦
い
に
続
く
長
篠
の
戦
い
で
織
田
・
徳
川

軍
を
見
く
び
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

長
篠
の
戦
い
に
敗
北
し
た
こ
と
で
、
攻

撃
し
づ
ら
い
高
天
神
城
が
武
田
の
城
と
し

て
生
き
残
り
、
孤
立
す
る
の
は
自
明
の
こ

と
で
し
た
。
そ
し
て
高
天
神
城
を
織
田
・

徳
川
軍
が
攻
め
た
時
、
救
援
の
部
隊
（
後ご

詰づ
め

）
を
送
ら
ず
、
見
殺
し
と
言
わ
れ
て
も

仕
方
の
な
い
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
「
高
天
神
崩
れ
」
と
言
わ
れ
る
出
来
事

で
す
。

　

高
天
神
崩
れ
は
、
武
田
氏
の
威
信
を
致

命
的
に
失
墜
さ
せ
る
戦
い
と
な
り
ま
し

た
。
武
田
氏
の
滅
亡
は
、
高
天
神
城
落
城

後
、
わ
ず
か
一
年
な
の
で
す
。

　

高
天
神
城
を
取
っ
た
こ
と
で
、
武
田
家

と
言
う
よ
り
、
勝
頼
が
得
た
も
の
は
果
た

し
て
何
か
、
失
っ
た
も
の
は
何
か
。

　

戦
術
的
に
は
勝
っ
た
が
、
戦
略
的
に
は

負
け
で
あ
り
、
滅
亡
に
つ
な
が
る
戦
い
だ

っ
た
の
で
す
。

　

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
こ
う
い
っ

た
戦
争
と
い
う
も
の
を
六
つ
の
要
素
か
ら

研
究
し
、
実
践
例
も
数
多
く
取
り
上
げ
て

い
る
。
ま
さ
に
史
料
分
析
と
科
学
的
思
考

に
基
づ
く
軍
事
研
究
で
あ
ろ
う
。
と
言
う

と
、
何
だ
か
難
し
そ
う
だ
が
、
小
生
で
さ

え
楽
に
読
め
る
新
書
版
な
の
で
、
ご
一
読

く
だ
さ
い
。�

（
持
田
具
宏
）

　
「
少
人
数
で
大

部
隊
に
勝
て
」

「
奇
襲
攻
撃
を
よ

し
と
せ
よ
」
と
い

っ
た
、
太
平
洋
戦

争
前
の
軍
事
研
究

に
は
あ
る
種
の
物

語
性
（
ロ
マ
ン
）

が
持
ち
込
ま
れ
て

い
た
。
し
か
し
、

私
が
出
会
っ
た
珍
品･

逸
品

久
古
堂 

誌

変
わ
り
拵

　

こ
の
拵
、
何
の
変
哲
も
な
さ
そ
う
に

見
え
ま
す
が
、
実
は
鞘
に
仕
掛
け
が
あ

り
ま
す
。
内
側
に
竹
で
作
っ
た
樋
が
あ

り
、
二
分
金
が
片
側
に
十
四
枚
ず
つ
、

計
二
十
八
枚
、
金
額
に
し
て
七
両
が
入

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

徳
川
幕
府
の
貨
幣
制
度
で
は
、
大
判

は
十
両
で
、
金
四
四
匁
（
一
六
五
グ
ラ

ム
）。
家
臣
へ
の
恩
賞
用
、
朝
廷
・
公

家
へ
の
贈
答
用
な
ど
と
し
て
後
藤
家
が

鋳
造
し
た
特
別
な
貨
幣
で
し
た
。

　

小
判
一
両
は
四
分
、
一
分
は
四
朱
、

一
朱
は
二
五
〇
文
で
す
。
今
の
金
額
に

し
て
一
両
を
八
万
円
と
す
る
と
、
七
両

は
五
十
六
万
円
に
な
り
ま
す
。

第1回｢現代刀目利き認定大会in岡山｣を10月に開催
　昨年、全日本刀匠会は10月４日（とうしょうの語呂合わせ）を「日本刀の日」
記念日に制定しました。令和元年の今年、この記念日をさらに多くの方に
知っていただくために、下記の通り、第１回「現代刀目利き認定大会in岡山」
を開催します。
　認定方法は、約30振の現代刀と作者を結びつける形での入札鑑定（解答
記入）となります。成績優秀者へは、全日本刀匠会から「現代刀目利き認
定証」および賞品として「刀鍛冶製作の小品」を贈呈します。現代刀の鑑
定に自信のある方、刀職者の方、現代刀に興味を持ち始めた方など、多く
のご参加をお待ちしています。
　10月の認定大会までに、各地で現代刀の展覧会が開催されます。勉強次
第では初心者の方の最優秀賞も夢ではありません。多くの方が参加し、「初
代最優秀現代刀目利き」を目指していただきたいと考えています。
　参加ご希望の方は、ホームページから申込書をダウンロードの上、必要

事項をご記入の上お申し込みください。当日は初心
者講習を行います。刀のお取扱いに不安のある方は
ご参加ください。� （全日本刀匠会）
会　　場：ホテルグランヴィア岡山

〒700-8515 岡山市北区駅元町1-5
☎086-234-7000

期　　日：令和元年10月５日㈯
参 加 費：一般12,000円　賛助会員10,000円
募集人数：100人（高校生以上、18歳未満は保護者の

承諾必要）
定員になり次第締め切り

詳しくは、http://www.tousyoukai.jp/

　

今
回
は
全
国
美
術
刀
剣
青
年
会
の
宇

都
宮
大
会
の
報
告
。
な
ぜ
こ
の
コ
ラ
ム

で
？　

そ
う
い
わ
ず
に
読
ん
で
く
れ
。

　

笠
原
崇
弘
代
表
幹
事
以
下
現
役
会
員

た
ち
は
皆
、
こ
の
会
を
も
っ
て
競
売
の

仕
組
み
を
学
ん
で
い
こ
う
と
い
う
強
い

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
感
じ
さ
せ
る
。
そ

し
て
Ｏ
Ｂ
や
会
友
へ
の
歓
待
も
…
。

　

ち
ょ
っ
と
待
て
、
会
場
が
ホ
テ
ル
イ

タ
ヤ
。
昨
年
、
冷
房
が
シ
ョ
ボ
く
て
辛

か
っ
た
あ
の
会
場
と
同
じ
部
屋
を
選
ぶ

と
は
！　

し
か
も
、
こ
の
日
の
宇
都
宮

の
最
高
気
温
は
五
月
と
は
思
え
な
い
34

度
！　

な
ぜ
こ
こ
を
東
京
出
身
の
笠
原

代
表
幹
事
が
選
ん
だ
の
か
、
深
～
い
意

味
が
あ
り
そ
う
だ
ね
。

　

帰
り
た
い
の
に
帰
れ
な
か
っ
た
わ
け

は
、
こ
の
コ
ラ
ム
で
取
り
上
げ
て
み
た

か
っ
た
鐔
が
出
品
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

　

俺
が
自
転
車
競
技
に
興
味
を
持
っ
た

の
は
遅
く
、
二
十
代
の
こ
ろ
。
当
時
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
フ
ラ
ン
ス
の
国
営
放
送
の
ツ

ー
ル･

ド･

フ
ラ
ン
ス
の
実
況
を
Ｂ
Ｓ

と
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
で
茶
の
間
に
届

け
た
。
香
田
キ
ャ
ス
タ
ー
が
「
ベ
ル
ナ

ー
ル･

イ
ノ
ー
と
グ
レ
ッ
グ･

レ
モ
ン
、

小
松
投
手
に
エ
ー
ス
の
座
を
譲
る
星
野

さ
ん
み
た
い
で
す
ね
」
と
振
ら
れ
た
星

野
仙
一
さ
ん
、「
て
へ
へ
」
と
か
意
味

が
わ
か
ら
な
い
様
子
。

　

中
で
も
、
選
手
集
団
が
町
の
周
回
型

交
差
点
で
左
右
に
分
か
れ
て
は
出
口
で

再
度
合
流
す
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
映
像
は

美
し
く
、
無
数
の
マ
ガ
ン
の
飛
来
を
想

起
さ
せ
た
。

　

そ
う
、
気
に
な
る
鐔
の
画
題
は
雁
の

飛
来
な
の
だ
。
Ｖ
字
飛
行
す
る
数
羽
の

先
頭
の
雁
の
嘴
に
は
書
簡
が
表
現
さ

れ
、
待
ち
わ
び
た
季
節
の
便
り
か
恋
人

へ
の
思
い
を
運
ん
で
い
る
。

　

作
者
は
庄
内
金
工
の
遊
洛
斎
赤
文
。

森
羅
万
象
の
ほ
か
、
洒
脱
な
表
現
を
さ

れ
た
動
物
も
多
い
。
同
じ
鳥
類
の
千
鳥

は
ワ
ン
タ
ン
と
見
ま
が
う
表
現
だ
が
、

こ
の
四
角
い
鐔
の
中
の
雁
は
具
象
的

で
、
多
く
の
会
員
、
Ｏ
Ｂ
ら
の
注
目
を

集
め
て
い
た
。

�

編

栃
木
県
宇
都
宮
市

先頭に出た若かりしころの筆者（左端）

　

再
び
自
転
車
競
技
だ
が
、
Ｖ
字
の
渡

り
鳥
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
数
名
一
組
で

の
走
行
で
競
う
競
技
が
あ
る
。
団
体
パ

シ
ュ
ー
ト
と
団
体
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル

だ
。
ど
ち
ら
も
司
令
塔
選
手
を
含
め
先

頭
を
疲
れ
る
前
に
交
代
し
、
空
気
抵
抗

を
受
け
る
リ
ス
ク
を
分
散
さ
せ
速
度
を

落
と
さ
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
個
人
タ
イ

ム
ト
ラ
イ
ア
ル
よ
り
速
度
を
増
す
こ
と

が
で
き
る
。

　

一
方
、
渡
り
鳥
た
ち
の
両
翼
の
端
に

は
上
昇
気
流
が
生
じ
、
後
ろ
の
鳥
が
そ

れ
を
利
用
す
る
か
ら
Ｖ
字
に
な
る
と
い

う
。
彼
ら
か
ら
俺
た
ち
サ
イ
ク
リ
ス
ト
、

い
や
刀
剣
商
も
同
じ
だ
が
、
学
ぶ
べ
き

も
の
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
他
な
ら
な
い
。

　

上
昇
気
流
同
様
、
前
人
た
ち
が
残
す

勢
い
は
減
力
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
ベ

タ
な
言
い
方
だ
が
一
人
の
た
め
の
全

員
、
全
員
の
た
め
の
一
人
、
こ
れ
だ
ろ

う
。�

（
綱
取
譲
一
）

　

こ
の
打
刀
拵
は
、
和
紙
に
漆
塗
り
の

柄
巻
き
を
施
し
、
黒
と
茶
の
笛
巻
鞘

と
、
な
か
な
か
し
ゃ
れ
た
も
の
で
す
。

豊
後
国
岡
藩
（
竹
田
藩
と
も
。
現
在
の

大
分
県
竹
田
市
）
七
万
石
、
中
川
家
に

伝
わ
っ
た
も
の
で
、
中
川
柏
紋
、
中
川

ク
ル
ス
の
家
紋
が
栗
形
・
返
り
金
に
入

っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
「
荒
城
の
月
」（
土
井
晩
翠
作

詞
・
瀧
廉
太
郎
作
曲
）
は
、
瀧
が
幼
少

期
を
当
地
で
過
ご
し
た
こ
と
か
ら
、
岡

城
（
豊
後
竹
田
城
）
に
ゆ
か
り
の
曲
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

雁
書
図
鐔
　
銘
遊
洛
斎
赤
文（
花
押
）

行
年
七
十
六
翁
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催 事 情 報

　岐阜県関市を中心とした地域と岡山県瀬戸内市を中心とした地域は日本刀
の生産地として有名で、500年以上日本刀を作り続けているまちは他にあり
ません。かつては「東の美濃、西の備前」と呼ばれ、全国屈指の日本刀生産
地として名を馳せていました。
　関市が所蔵する美濃刀と本館が所蔵する備前刀を中心に、約40口の作品を
展示予定。兼元や兼定などの関の名工たちの作品と、景光や盛光などの備前
の名工たちの作品を並べ、対比します。
会期：７月13日㈯～９月８日㈰

■備前長船刀剣博物館
〒701-4271 岡山県瀬戸内市長船町長船966　☎0869-66-7767
http://www.city.setouchi.lg.jp/token/

特別展 ｢備前刀×美濃刀─長きに続く日本刀の聖地｣

　岐阜県博物館では今夏、幕末をテーマに、刀剣と激
動の歴史群像を取り上げた特別展を開催します。特に
美濃の剣豪・横倉喜三次（1824-94）を大きく取り上げ
ます。横倉は新選組局長・近藤勇の処刑に当たった人
物です。敵味方に分かれましたが、維新後、近藤の法
要を営むなどし、武術の達人として明治半ばまで活躍
しました。
　今回の展示では、近藤を斬首した「脇指 銘 二王」
（二王清綱）など横倉家資料をはじめ、大垣藩を官軍
側に導いた小原鉄心、新選組・赤報隊に参加した博徒・
水野弥太郎、江戸無血開城に奔走した山岡鉄舟、井上
馨の命を救った所郁太郎、新選組の生き残り・島田魁
等々、有名無名の志士・勤王家たちを取り上げます。
　併せて、幕末の名工・源清麿、美濃出身の源正雄、美濃刀工の雄・御勝山
永貞などの作刀による同時代の新々刀も多数展示し、歴史資料とともに幕末
維新動乱期の息吹を感じられる必見の展覧会となっています。ぜひ、ご来場
ください。
会期：７月12日㈮～９月８日㈰

　この度、新宿髙島屋では「ヱヴァンゲリ
ヲンと日本刀展 EVANGELION ARTWORK 
SELECTION」を開催します。2007年より全４
部作として劇場公開中の『ヱヴァンゲリヲン
新劇場版』シリーズをモチーフに、全国の刀
匠が制作したオリジナルの逸品を堪能できる
「ヱヴァンゲリヲンと日本刀展」の約６年ぶ
りとなる東京凱旋展覧会です。
　本展では、同じく全国を巡回する人気の展覧会「エヴァンゲリオン展」の
中から、特に貴重な原画約200点を「EVANGELION ARTWORK SELECTION」
として特別展示します。2020年に公開を予定している最終作『 シン・エヴァ
ンゲリオン劇場版』を前に、あらためてエヴァンゲリオンの魅力を重層的に
楽しめる貴重な展覧会です。
会期：８月30日㈮～９月９日㈪
会場：11階特設会場

　肥前刀の祖と言われる初代忠吉から七代忠広までの
全12振を展示しています。また、萩焼を支えた絵師・
香月泰男の作品を多数展示しております。
会期：６月11日㈭～８月18日㈰

■岐阜県博物館
〒501-3941 岐阜県関市小屋名1989（岐阜県百年公園内）　☎0575-28-3111
http://www.gifu-kenpaku.jp/

■新宿髙島屋
〒151-8580 東京都渋谷区千駄ケ谷5-24-2　☎03-5361-1111
https://www.takashimaya.co.jp/shinjuku/

■岩国美術館
〒741-0081 山口県岩国市横山2-10-27 ☎0827-41-0506
http://www.iwakuni-art-museum.org/

特別展 ｢剣精霊貫白虹（けんのせいれいはっこうをつらぬく）─幕末美濃の剣豪と名刀─｣

ヱヴァンゲリヲンと日本刀展 EVANGELION ARTWORK SELECTION

肥前刀展＋香月泰男展

　野口哲哉は樹脂やプラスチックといった現代的な素
材を駆使して、リアルな彫刻や絵画を作る現代美術家
です。その大きな特徴は、作品の人物全てが「鎧兜」
を着ていること。しかし、手のひらほどに縮尺された
彫刻や、古画と現代文明が交錯するような不思議な世
界観は、私たちが連想するステレオタイプの武士像と
は大きく異なります。
　重厚な主題を扱う時も常にユーモアを忘れない野口
の姿勢は、新しいタイプの現代美術として広く脚光を
浴びています。この度は、そんな野口哲哉の作品を多
数集めた北陸初の本格的な個展です。
　富山の地で触れる、新体験の現代美術を是非お楽しみください。
会期：６月８日㈯～８月25日㈰

■森記念秋水美術館
〒930-0066 富山市千石町1-3-6　☎076-425-5700
http://www.mori-shusui-museum.jp/

｢野口哲哉展｣ 鎧ノ中デ─富山編─

会場によって休館日・開館時間が異なります。事前に確認の上、お出かけください。

『岐阜新聞』令和元年６月16日 「東京新聞」令和元年６月１日
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念
館
　
４
２
–
３
２
３
０

月 

山  

貞 

利

㈱
日
本
刀
剣

〒
１
０
５
–
０
０
０
１

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
３
–
８
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
４
３
４
–
４
３
２
１

伊 

波  

賢 

一

拵
合
せ
致
し
ま
す

〒
１
６
０
–
０
０
０
２

東
京
都
新
宿
区
四
谷
坂
町
６
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
３
５
３
–
８
８
１
０

水
野 

美
行

日
本
刀
鞘
師

株
式
会
社 

刀
剣
柴
田

〒
１
０
４
–
０
０
６
１
　
東
京
都
中
央
区
銀
座
５
–
６
–
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
５
７
３
–
２
８
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
–
３
５
７
３
–
２
８
０
４

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w

.tokensibata.co.jp

柴 

田  

光 

隆

刀
剣
・
新
古
美
術
品

株
式
会
社

　宝
古
堂
美
術

東
京
都
目
黒
区
上
目
黒
１
–
１
–
６

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
７
９
２
–
０
０
０
８

山
田 

雄
一
郎

代
表
取
締
役

飯
田
高
遠
堂

東
京
都
新
宿
区
下
落
合
３
–
17
–
33

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
９
５
１
–
３
３
１
２

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w

.iidakoendo.com

飯 

田  

慶 

雄

田
澤 

二
郎

代
表
取
締
役

〒
１
６
０
–
８
３
２
１

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
１
–
１
–
４

京
王
百
貨
店 

新
宿
店
６
階 

刀
剣
サ
ロ
ン

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
５
３
２
１
–
５
３
０
１（
直
通
）

刀
剣
・
古
美
術
・
古
書
画

㈱ 

日 

宝

〒
１
３
５
–
０
０
４
５

東
京
都
江
東
区
古
石
場
１
–
２
–
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
６
４
３
–
３
２
２
８

臼 

木  

良 

彦

刀
剣
研
師

中
央
区
銀
座
５
–
１
　
銀
座
フ
ァ
イ
ブ
２
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
５
５
８
–
８
０
０
１

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w

.seiyudo.com

さ
い
た
ま
市
南
区
大
谷
口
５
２
７
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
８
–
８
７
５
–
２
１
２
２

大
和
美
術
刀
剣

大 

西  

康 

一

〒
１
０
４
–
０
０
６
１

東
京
都
中
央
区
銀
座
６
–
７
–
16 

岩
月
ビ
ル
２
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
２
８
９
–
１
３
６
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
–
３
２
８
９
–
１
３
６
７

メ
ー
ル
　taibundo@

herb.ocn.ne.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　https://w

w
w

.taibundo.com

銀
座
日
本
刀
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

泰
文
堂

川 

島  

貴 

敏

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
２
–
４
–
13 

石
垣
ビ
ル
B1

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
–
５
２
９
７
–
８
１
４
４

株
式
会
社 

舟
山
堂

稲 

留  
修 
一

〒
０
６
０
–
０
０
５
３

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
南
三
条
東
１
–
６

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
１
１
–
２
５
１
–
７
６
５
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
１
１
–
２
５
１
–
１
７
８
８

札
幌 

横
山
美
術

横 

山  

忠 

司

〒
１
１
３
–
０
０
３
４

文
京
区
湯
島
１
–
２
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
８
０
–
５
４
７
３
–
０
０
５
５

研
誠
堂

石 

塚  

孝 

夫

埼
玉
県
川
越
市
新
宿
町
１
–
９
–
13

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
９
–
２
４
９
–
０
７
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
４
９
–
２
４
９
–
０
７
０
２

川
越

　優
古
堂

三 

浦  

優 

子

銀
座
　盛
光
堂

東
京
都
中
央
区
銀
座
８
–
11
–
14 

盛
光
堂
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
５
６
９
–
２
２
５
１
㈹

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w

.ginzaseikodo.com

齋  

藤     

恒

刀
剣・小
道
具・甲
冑
、売
買
、工
作
及
び
相
談
承
り
ま
す
。

株
式
会
社 

む
さ
し
屋

〒
５
９
０
–
０
０
２
５
　
大
阪
府
堺
市
堺
区
向
陵
東
町
１
–
２
–
19

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
７
２
–
２
５
１
–
８
６
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
７
２
–
２
５
７
–
２
８
８
５

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w

.m
usasiya.co.jp

猿
田 

慎
男

代
表
取
締
役

武
蔵
国
一の
宮・美
術
刀
剣・骨
董
品・居
合
道・古
式
銃
専
門
店

有
限
会
社 

清
水
商
会

〒
３
３
０
–
０
８
０
２
　
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
宮
町
３
–
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
８
–
６
４
４
–
３
４
７
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
４
８
–
６
４
７
–
７
４
３
４

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w

.surplusleopard.com
/

清
水 

敏
行

代
表
取
締
役

刀

　剣

古
美
術

飯 

塚
〒
３
３
７
–
０
０
１
５

さ
い
た
ま
市
見
沼
区
蓮
沼
１
０
０
４
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
８
–
６
８
８
–
２
０
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
４
８
–
６
８
８
–
２
０
０
２

飯 

塚  

賢 

路

東
京
都
中
野
区
本
町
４
–
45
–
10

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
３
８
１
–
３
０
７
１

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　https://w

w
w

.shoubudou.co.jp

服
部
美
術
店

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
３
–
５
–
12
・
２
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
２
７
４
–
５
１
７
０

籏 

谷  

大 

輔

東
京
都
墨
田
区
横
網
１
–
11
–
４

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
６
４
５
６
–
１
３
４
４

〒
１
１
１
–
０
０
３
２
　
台
東
区
浅
草
２
–
30
–
11

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
８
４
２
–
３
７
７
７

株
式
会
社

　山
城
屋

東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
１
–
21
–
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
９
４
２
–
２
７
０
１

嶋
田 

伸
夫

代
表
取
締
役

一
般
社
団
法
人

刀
剣
鑑
定
書
発
行
業
務

〒
７
１
０
–
１
１
０
１

岡
山
県
倉
敷
市
茶
屋
町
１
７
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
８
６
–
４
２
０
–
０
０
６
６

倉
敷
刀
剣
美
術
館

佐 

藤  

均

代
表
理
事

刀
剣
・
書
画
・
骨
董

株
式
会
社
　和
敬
堂

新
潟
県
長
岡
市
柏
町
１
–
２
–
16

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
５
８
–
３
３
–
８
５
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
５
８
–
３
３
–
８
５
１
１

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w

.w
akeidou.com

土 

肥  

豊 

久

土 

肥  

富 

康

森
野 

幸
男

〒
８
０
３
–
０
８
１
２

北
九
州
市
小
倉
北
区
室
町
２
–
２
–
15

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
９
３
–
５
６
１
–
０
４
４
９

武
家
文
化
の
美
と
心

　刀
剣
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

樹
林

代
表

御
刀
研
磨
処
楽
屋
で
検
索

御
刀
研
磨
処
楽
屋

岐
阜
県
関
市
清
水
町

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
５
７
５
–
２
５
–
０
９
２
８

メ
ー
ル
　onkatana@

d6.dion.ne.jp
Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w

.h4.dion.ne.jp/~katanaka/

平
井 

隆
守

研
師

東
京
都
大
田
区
東
雪
谷
２
–
28
–
10

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
７
２
８
–
３
３
２
３

株
式
会
社 

金
丸
刀
剣
店

信
州
刀
剣
会

金 

丸  

一 

三

小
暮 

曻
一

店
主

日
本
刀
の

名
品
・
名
刀
を
販
売

〒
５
２
９
–
１
３
１
５

滋
賀
県
愛
知
郡
愛
荘
町
沓
掛
80
–
１

電
話
　
０
７
４
９
–
４
２
–
５
１
０
６

携
帯
　
０
９
０
–
３
１
６
２
–
７
６
４
１

http://w
w

w
.goushuya-nihontou.com

木
村
美
術
刀
剣
店

群
馬
県
高
崎
市
萩
原
町
４
８
４
–
１
０

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
７
–
３
５
２
–
１
５
９
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
７
–
３
５
２
–
１
５
９
１

木 

村  

義 

治

東
京
都
北
区
滝
野
川
７
–
16
–
６

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
５
３
９
４
–
１
１
１
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
–
５
３
９
４
–
１
１
１
６

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w

.prem
i.co.jp

髙
島 

吉
童

代
表

刀
剣
の
店

岡
山
市
北
区
田
町
１
–
１
–
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
８
６
–
２
２
７
–
４
１
８
８

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w

.t-touken.com

玉
山
名
史
刀

玉
山 

祐
司
・
真
敏

刀
剣・古
銭・切
手・古
美
術
品
売
買

㈱
城
南
堂
古
美
術
店

東
京
都
目
黒
区
上
目
黒
４
–
31
–
10

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
７
１
０
–
６
７
７
６

携
　
帯
　
０
９
０
–
３
２
０
８
–
９
６
１
２

田
中 

勝
憲

代
表
取
締
役

も
ち
だ
美
術

さ
い
た
ま
市
中
央
区
上
落
合
１
–
９
–
４
–
４
４
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
８
–
８
５
５
–
４
７
９
２

持 

田  

具 

宏

茨
城
県
下
妻
市
下
妻
乙
１
７
２
の
５

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
９
６
–
４
４
–
２
６
４
３

赤
荻
刀
剣
店

赤  

荻     

稔

〒
８
６
９
–
２
６
１
２

熊
本
県
阿
蘇
市
一
の
宮
町
宮
地
４
３
７
５
–
１

携
帯
　
０
９
０
–
３
０
７
８
–
４
０
４
４

笹 

原  

俊 

和

刀
剣
・
小
道
具
・
鎧

刀
剣
杉
田

豊
島
区
池
袋
２
–
49
–
５

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
９
８
０
–
１
４
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
–
３
９
８
０
–
１
４
６
３

メ
ー
ル
　info@

token-net.com

杉
田 

侑
司

代
表

株
式
会
社 

安
東
貿
易

代
表
取
締
役

岡
山
県
岡
山
市
北
区
清
輝
橋
２
–
１
–
32

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
８
６
–
２
２
６
–
１
２
５
１

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w

.katana-ando.co.jp

刀剣チャンネル
→YouTube

安
東 

孝
恭

代
表
取
締
役

清 
水  

儀 

孝

日
本
刀
販
売
買
取

有
限
会
社 

葵
美
術

渋
谷
区
代
々
木
１
–
54
–
６

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
３
–
３
３
７
５
–
５
５
５
３

メ
ー
ル
　info@

aoijapan.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　http://w

w
w

.aoijapan.jp

鶴
田 

一
成

代
表
取
締
役

刀
剣
販
売
、月
二
回
全
国
で
展
示
即
売
会
を
し
て
お
り
ま
す

株
式
会
社
コ
レ
ク
シ
ョン
情
報

岐
阜
県
岐
阜
市
茜
部
本
郷
１
–
49

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
５
８
–
２
７
４
–
１
９
６
０

村
上 

和
比
子

代
表
取
締
役
社
長

㈱
丸
英
刀
剣

銀
座 

丸
英

栃
木
県
小
山
市
乙
女
３
–
７
–
30

東
京
都
中
央
区
銀
座
７
–
13
–
22 

友
野
ビ
ル
１
階

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　https://m

aruhidetouken.com

㈱ 
晴
雅
堂
清
水

令和元年（2019）盛夏　暑中お見舞い申し上げます 掲載は申し込み順です


